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澤田澄枝さん（８９歳）　笑顔が素敵な、明るくてお話好きな女性です。

専
門
職
の
自
覚
で

“
介
護
の
質
の
向
上
”
の
担
い
手
に
！
！

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
会
長　

野
上　

薫
子

　

平
成
二
十
三
年
も
早
や
二
月
末
、

春
が
間
近
で
す
。
お
陰
様
で
今
年
は

広
々
と
し
た
新
事
務
所
で
新
年
を
迎

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
本
会
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い

る
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者

の
方
々
の
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
介
護
保
険
法
改
正
の
年
で

あ
り
ま
す
が
、
財
源
問
題
等
で
「
社

会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
」
の

意
見
書
も
両
論
併
記
が
多
く
、
確
た

る
方
向
性
も
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
加

え
て
二
〇
〇
七
年
成
立
の
「
改
正
社

会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」
の

資
格
取
得
方
法
の
一
元
化
（
全
員
国

家
試
験
を
受
験
、
三
年
以
上
の
実
務

経
験
者
は
六
〇
〇
時
間
以
上
の
養
成

課
程
修
了
）
に
つ
い
て
、
二
〇
一
二

年
四
月
の
施
行
を
待
た
ず
に
、「
今

後
の
介
護
人
材
養
成
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
報
告
書
で
は
、
介
護

福
祉
士
の
資
格
取
得
方
法
を
見
直

し
、
三
年
延
期
、
四
五
〇
時
間
の
実

務
者
研
修
に
変
更
、
介
護
保
険
法
と

一
括
で
国
会
上
程
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
政
局
の
不
安
定
さ
、
課
題
が

山
積
の
昨
今
で
す
が
、
本
年
は
新
事

務
所
を
拠
点
に
公
益
法
人
と
し
て
の

役
割
、
特
に
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
の
為
の
活
動
を
精
力
的
に

推
進
、
従
来
の
各
研
修
事
業
・
研
究

会
活
動
に
加
え
て
、

一　

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
・

　
　

実
習
指
導
者
研
修
・
サ
ー
ビ
ス

　
　

提
供
責
任
者
研
修
等
の
「（
社
）

　
　

日
本
介
護
福
祉
士
会
の
生
涯
研

　
　

修
制
度
」
に
則
し
た
介
護
福
祉

　
　

士
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
研
修

二　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
の
知
識
、

　
　

理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修

三　

介
護
職
員
に
期
待
さ
れ
る
「
痰

　
　

の
吸
引
等
の
医
療
的
ケ
ア
」
に

　
　

関
す
る
研
修

四　

尊
厳
を
支
え
、
自
立
支
援
を
実

　
　

践
す
る
為
の
介
護
技
術
マ
ニ
ュ

　
　

ア
ル
の
検
討
、
作
成
及
び
普
及

　
　

啓
発
活
動

五　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事

　
　

業
の
拡
大
・
充
実
及
び
障
害
者

　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

　
　

ム
第
三
者
評
価
事
業(

平
成
23

　
　

年
度
創
設
、
受
審
事
業
所
に
県

　
　

の
受
審
料
助
成
あ
り)

へ
の
参

　
　

入

六　

複
数
事
業
所
連
携
事
業
の
コ
ー

　
　

デ
ィ
ネ
イ
ト
事
業(

平
成
23
年

　
　

度
終
結
の
県
の
委
託
事
業)

の

　
　

一
層
の
周
知
・
拡
大
、
充
実

七　

地
域
に
お
け
る
介
護
相
談
、
介

　
　

護
技
術
普
及
等
地
域
活
動
の
推

　
　

進

八　

盤
石
な
組
織
の
基
盤
で
あ
る
会

　
　

員
の
拡
大

を
重
点
に
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

年
々
、
本
会
に
対
す
る
社
会
の
期

待
・
役
割
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
力

を
合
わ
せ
て
と
も
ど
も
に
躍
進
の
一

年
に
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

会
員
の
皆
様
、
本
会
の
活
動
へ
積

極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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第
三
回
「
介
護
の
日
」
記
念　

公
開
セ
ミ
ナ
ー

　
「
介
護
（
ケ
ア
）
の
可
能
性
」

　
　
　

～
あ
な
た
の
大
切
な
人
は
微
笑
ん
で
い
ま
す
か
～

　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
七
日
（
日
）
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

講
師　

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
保
健
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科
教
授　

澤　

田　

信　

子　

氏　

　

看
護
師
と
し
て
三
年
、
看
護
学
校
で

の
十
九
年
間
に
わ
た
る
学
生
と
の
か
か

わ
り
。
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
得
て
、

病
院
の
医
療
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
地
域
ケ
ア
事
業
を
推
進
さ
れ
た

事
、
平
成
六
年
厚
生
労
働
省
の
介
護
技

術
専
門
官
、
平
成
十
一
年
埼
玉
県
立
保

健
福
祉
大
学
を
経
て
平
成
十
五
年
よ
り

現
職
の
経
歴
や
人
生
の
歩
み
、
ご
自
身

の
体
験
を
通
し
て
わ
か
り
や
す
く
お
話

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
日
の
講

演
会
資
料
の
中
か
ら
ほ
ん
の
一
部
を
ご

紹
介
致
し
ま
す
。
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「
介
護
（
ケ
ア
）
の
可
能
性
」
の

講
演
会
に
出
席
し
て

横
浜
地
区
代
議
員　

品
川
京
子

　

お
兄
様
を
医
療
ミ
ス
で
亡
く
さ
れ
、

看
護
師
の
道
を
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、

乳
が
ん
の
術
後
四
年
目
の
想
い
や
、
ご

家
族
で
の
ご
両
親
の
看
取
り
等
の
体
験

を
通
し
て
、「
今
日
ま
で
限
り
な
い
優

し
さ
と
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
た

人
々
、
希
望
や
喜
び
、
人
生
に
豊
か
な

彩
り
を
添
え
て
く
れ
た
人
々
」
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
う
か
が
い
、
私
は
介
護
福

祉
士
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
自
分
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
ご
利
用
者
様
を
訪
問
し
て
、
与

え
ら
れ
た
時
間
内
に
そ
の
方
に
必
要
な

事
を
さ
せ
て
頂
く
事
に
一
生
懸
命
で

す
。“
行
動
す
る
”
事
に
一
生
懸
命
で

す
。
ど
れ
だ
け
沢
山
の
事
が
出
来
た
か

に
一
生
懸
命
で
す
。
し
か
し
大
切
な
事

を
見
失
い
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
言
葉
に
、「
大
切
な

の
は
、
ど
れ
だ
け
沢
山
の
事
を
し
た
か

で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
心
を
こ
め
た
か

で
す
。」
と
あ
り
ま
す
。
い
つ
の
間
に

か
日
々
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
、「
ど
れ

だ
け
心
を
こ
め
た
か
」
を
忘
れ
て
、「
ど

れ
だ
け
の
仕
事
が
う
ま
く
で
き
た
か
」

「
次
の
現
場
で
確
実
に
仕
事
を
す
る
事
」

に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
が

介
護
福
祉
士
と
し
て
救
わ
れ
る
の
は
、

ご
利
用
者
様
か
ら
与
え
ら
れ
る
眼
の
中

の
微
笑
み
で
す
。
与
え
て
い
る
は
ず
の

自
分
が
、
よ
り
大
き
な
「
幸
せ
」
を

ご
利
用
者
様
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
事

を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。そ
の
時
に
は「
こ

の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
良
か
っ
た
」

と
思
い
ま
す
。
私
達
の
す
る
仕
事
は
一

滴
の
し
ず
く
に
過
ぎ
な
い
。
で
も
、
そ

の
一
滴
の
し
ず
く
が
集
ま
っ
て
海
に
な

る
。
人
の
可
能
性
、
知
識
を
得
る
こ
と

へ
の
関
心
、
心
の
こ
も
っ
た
介
護
へ
の

関
心
を
持
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
、
大
切
な
人
と

共
に
微
笑
み
「
ケ
ア
の
可
能
性
」
を
信

じ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
は
、
本
年

か
ら
啓
発
地
を
横
浜
だ
け
で
は
な
く
各

地
で
広
め
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
県
西

の
小
田
原
で
も
開
催
し
ま
し
た
。
会
員

約
三
十
名
で
横
浜
駅
西
口
と
小
田
原
駅

に
別
れ
『
介
護
の
日
』
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
神
奈
川
県
社
会
福

祉
協
議
会
・
神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
・

神
奈
川
県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
ち
ら
し

と
「『
11
月
11
日
は
介
護
の
日
』(

社)

日
本
介
護
福
祉
士
会
と
印
字
さ
れ
た

「『
い
い
日
、
い
い
日
。

　

11
月
11
日
は
介
護
の
日
。』」

「
介
護
の
日
」
ひ
ろ
め
隊

　
　
　
　
　
　
　
　

出
動
!!

ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
（
東
洋
羽
毛
寄

贈
）」
を
配
布
し

ま
し
た
。
通
り
が

か
り
の
人
に
差
し
出
す
だ
け
で
は
な
か

な
か
受
け
取
っ
て
も
ら
え
ず
、
熱
い
眼

差
し
で
話
し
か
け
る
と
受
け
取
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

『
介
護
の
日
っ
て
何
？
』『
今
、
私
は

介
護
し
て
い
る
の
よ
』
と
言
う
人
も
い

て
、
介
護
に

は
関
心
が
あ

る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
神

奈
川
県
介
護

福
祉
士
会
の

ピ
ン
ク
の
ぼ

り
を
新
調
し
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
（
ジ
ャ
ン

バ
ー
）
を
着
て
、
目
立
ち
つ
つ
も
、
さ

わ
や
か
な
印
象
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。両
所
共
、

一
時
間
程
で
約
五
百
部
を
配
布
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

誰
も
が
「
介
護
す
る
」「
介
護
さ
れ

る
」
と
言
う
こ
と
を
い
ず
れ
体
験
し
ま

す
。
多
く
の
方
々
に
『
介
護
』
を
身
近

な
も
の
と
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。　

　

介
護
に
対
す
る
理
解
や
認
識
を
深

め
、介
護
を
受
け
る
方
及
び
そ
の
家
族
、

介
護
従
事
者
等
を
支
援
し
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
共
に
支
え
あ
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
毎
年
各
地
で
開
催
し
啓
発

活
動
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　

　
　
　
　
　
　

（
副
会
長　

炭
竃
美
枝
）

横浜駅

小田原駅
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本
年
の
全
国
大
会
は
神
奈
川
か
ら
は

遠
い
、
九
州
は
宮
崎
県
で
行
わ
れ
た
。

過
去
に
は
「
サ
ミ
ッ
ト
」
の
会
場
で
も

あ
っ
た
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
で
の
開
催

で
、
参
加
総
数
一
五
〇
〇
名
、
神
奈
川

か
ら
は
三
十
余
名
の
参
加
が
あ
り
、
宮

崎
県
の
介
護
福
祉
士
会
も
大
変
な
力
の

入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

開
催
県
で
あ
る
宮
崎
県
介
護
福
祉
士

会 

前
田
薫
会
長
に
よ
る
歓
迎
挨
拶
に
始

ま
り
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福

祉
基
盤
課
福
祉
人
材
確
保
対
策
室
の
本

名
靖
氏
、
宮
崎
県
知
事
の
東
国
原
英
夫

氏
、
宮
崎
市
長
の
戸
敷
正
氏
等
の
挨
拶

が
あ
り
、
特
に
昨
年
の
宮
崎
県
に
お
け

る
「
口
蹄
疫
」
被
害
時
に
は
、
介
護
福

祉
士
会
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
言
及

さ
れ
た
。
本
名
氏
の
基
調
講
演
後
、
記

念
講
演 

諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長 

鎌

第
17
回(

社)

日
本
介
護
福
祉
会

全
国
大
会
イ
ン
み
や
ざ
き

「
福
祉
と
医
療
の
連
携

私
達
は
何
が
で
き
て
、

何
が
で
き
な
い
の
か
」

～
介
護
福
祉
士
の
現
状
を

ど
げ
ん
せ
ん
と
い
か
ん
！
～

平
成
22
年
12
月
10
日
～
11
日

於 　

ワ
ー
ル
ド
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー　

サ
ミ
ッ
ト

田
實
氏
（「
が
ん
ば
ら
な
い
」
け
ど
「
あ

き
ら
め
な
い
」
～
鎌
田
實
の
幸
せ
介
護

～
）、
特
別
講
演 

詩
人
・
児
童
文
学
作

家
の
藤
川
幸
之
助
氏
（「
支
え
る
側
が
支

え
ら
れ
る
と
き
」
～
認
知
症
の
母
が
教

え
て
く
れ
た
こ
と
～
）
か
ら
、
心
の
糧

に
な
る
盛
り
沢
山
の
お
話
を
聞
く
事
が

出
来
た
。
特
に
藤
川
先
生
の
お
話
に
は

詩
の
朗
読
の
効
果
も
あ
り
、
感
動
か
ら
、

涙
目
に
な
る
方
も
多
か
っ
た
。
懇
親
会

で
は
、
宮
崎
県
の
民
謡
な
ど
で
盛
り
上

が
る
中
、
鎌
田
先
生
と
藤
川
先
生
に
お

願
い
し
て
、
両
先
生
と
そ
れ
ぞ
れ
、
感

動
を
口
に
し
な
が
ら
記
念
写
真
を
撮
ら

せ
て
頂
い
た
。

　

二
日
目
は
第
一
分
科
会
「
高
齢
者
施

設
・
認
知
症
に
お
け
る
福
祉
と
医
療
の

連
携
に
つ
い
て
」
第
二
分
科
会　

「
障
が

い
者
施
設
に
お
け
る
福
祉
と
医
療
の
連

携
に
つ
い
て
」
第
三
分
科
会
「
在
宅
（
高

齢
者
・
認
知
症
・
障
が
い
者
）
に
お
け

る
福
祉
と
医
療
の
連
携
に
つ
い
て
」
の

各
分
科
会
で
は
活
発
な
意
見
の
交
換
も

あ
り
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

　

次
年
度
の
開
催
県
「
青
森
県
介
護
福

祉
士
会
」
の
招
致
挨
拶
も
に
ぎ
や
か
に

二
日
間
の
大
会
が
無
事
終
了
。
今
大
会

で
は
、
第
三
分
科
会
を
聴
講
し
た
が
、

座
長
の
い
し
か
わ
内
科
医
院 

院
長
石
川

智
信
氏
か
ら
「
分
科
会
の
発
表
の
仕
方

に
つ
い
て
、
時
間
を
守
る
こ
と
、
内
容
を

精
査
す
る
こ
と
」な
ど
の
注
意
が
あ
っ
た
。

医
師
会
な
ど
と
比
べ
て
の
発
言
と
思
わ

れ
る
が
、
介
護
福
祉
士
会
も
発
表
内
容

の
向
上
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

鎌
田
先
生
の
言
葉
「
人
は
生
き
て
い

る
だ
け
で
存
在
す
る
」、藤
川
先
生
の「
扉
」

等
の
詩
を
お
土
産
に
空
路
帰
宅
し
た
。    

　
　
　
　
　
　
（
副
会
長　

平
野
浩
子
）

　
　

扉

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
川
幸
之
助

認
知
症
の
母
を

老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
た
。

認
知
症
の
老
人
た
ち
の
中
で

静
か
に
座
っ
て
私
を
見
つ
め
る
母
が

涙
の
向
こ
う
側
に
ぼ
ん
や
り
見
え

た
。

私
が
帰
ろ
う
と
す
る
と

何
も
分
か
る
は
ず
も
な
い
母
が

私
の
手
を
ぎ
ゅ
っ
と
つ
か
ん
だ
。

そ
し
て
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も

私
の
後
を
付
い
て
き
た
。

私
が
ホ
ー
ム
か
ら
帰
っ
て
し
ま
う
と

私
が
出
て
行
っ
た
重
い
扉
の
前
に

母
は
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
て

ず
っ
と
そ
の
扉
を
見
つ
め
て
い
る
ん

だ
と
聞
い
た

そ
れ
で
も

母
を
老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
た
ま
ま

私
は
帰
る

母
に
と
っ
て
は
重
い
重
い
扉
を

私
は
ひ
ょ
い
と
開
け
て

ま
た
今
日
も
帰
る

『
満
月
の
夜
、母
を
施
設
に
置
い
て
』(

中
央
法
規) 
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♪先輩紹介♪

             熱い想いを持って地域で活躍する　　

                      先輩会員を紹介する新企画！！

　記念すべき第１回は、本会の誕生にご尽力いただ

いた会員番号１番、本会創設時の副会長の小野寺美

代子さん ( 写真左 ) です。　

　　

　小野寺さんの介護福祉士としてのキャリアは、昭

和 55 年に就職した中心荘に始まる。仕事と子育て

ふたりと集まり、5 人にまで増えた。現在は、自宅

の 1 階を改築して始めたデイサービスの運営に情熱

を注ぐ。小野寺さんのこだわりは、“食事”。新鮮な

地の野菜や安全で美味しい食材を、小野寺さん自ら

が買出し、調理し、提供する。食欲がなく、寝たき

りでひどい褥瘡のあった方が、『ほろわ』の心のこもっ

た手作りの食事に出逢い、食べる喜びを取り戻した。

褥瘡もほとんど治り、今ではお代わりをするまでに

なった。「食事って本当に大事よ」と、淡々と穏やか

に語る小野寺さんに力が入る。開所から半年、徐々

に軌道にのってきた。昼間だけでは支えきれないと、

介護保険事業のデイに加え自費宿泊事業も行う。ま

た、息子さんが管理者となり、小野寺さんをがっち

りと支えている。

　「経営者としての苦労も多いのでは？」の質問に、

「色々あるけど、とにかく面白い！今はこれが一番。

誠意を持って接すれば接するだけ、相手も返してく

れる。この絆を大切にしたい。次は訪問介護事業所を、

いつかは託老所もやってみたい」と夢を語る。「無理

をせず自然体で、月に 1 度の富士山麓ウォークも楽

しみのひとつ」と楽しそう。

　最後に後輩介護福祉士に一言をお願いした。「継続

は花。ただ勤めるのではなく向上心と創意工夫で勉

強を続ければ、いつかは花が咲く。応援してくれる

味方がいたら、みなさんも自分で事業を立ち上げて

みたら？」　私も小規模デイの管理者として奮闘の毎

日。小野寺さんの静かな情熱と質の高い介護の実践

に、沢山の勇気をいただきました。小野寺さん、あ

りがとうございました。

　　　　　　　　　　（取材　コッシュ石井 美千代）

第１回　小野寺美代子さん（相模原地区）

とに忙しい中、昭和

63 年の第１回介護

福祉士国家試験に合

格し、平成 2 年に道

志会老人ホームに転

職。介護支援専門員

も第 1 回試験で見事合格し、東林間シニアクラブ等々

でケアマネージャーという新たな領域に挑戦。そし

て、ついに平成 18 年 10 月、居宅介護支援事業所を

自らが経営者として開設し、平成 22 年 6 月には小規

模デイサービス『ほろわ』もオープンさせた。『ほろわ』

とは、『保呂羽』と書く。小野寺さんのご主人の故郷

にある保呂羽山（岩手県）に由来する。保呂羽山頂

上よりの眺望は、北上高地の独立峯「室根山」と対

峙し、絶景だという。

　ケアマネは、培った知識や経験を活かし「自分の

裁量で仕事ができるから楽しい」。ひとりで始めたケ

アマネ事業所に、小野寺さんを慕う仲間がひとり、
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「
潜
在
機
能
を
適
切
に

引
き
出
す
介
護
」

～
理
学
療
法
士
か
ら
学
ぶ
、
介
護
技
術
～

①　

９
月
26
日(
日)

　

「
疾
患
や
障
害
の
特
徴
」

②　

11
月
20
日(

土) 

　

「
利
用
者
の
力
を
引
き
出
す

適
切
な
介
助
方
法
」

　

今
年
度
は
理
学
療
法
士
の
田
中
義
行

先
生
（「
潜
在
力
を
ひ
き
出
す
介
助
」
の

著
者
）
に
よ
る
介
護
技
術
研
修
を
開
催

し
ま
し
た
。
受
講
生
か
ら
は
「
寝
返
り
・

起
き
上
が
り
・
立
ち
上
が
り
・
移
乗
に
つ

い
て
根
拠
を
含
め
て
の
説
明
で
わ
か
り

や
す
く
良
か
っ
た
で
す
。」「
百
人
い
れ
ば

百
通
り
の
介
護
。
た
く
さ
ん
の
や
り
方

を
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
基
本
と
根
拠

を
説
明
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
だ

か
ら
こ
う
な
る
が
理
解
で
き
ま
し
た
。」

「
実
習
体
験
、
介
助
す
る
人
、
さ
れ
る
人
、

両
方
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
良
か
っ

た
で
す
。」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
田
中
先
生
は
「『
人
間
本
来
の
自

然
な
動
き
を
引
き
出
す
」
と
言
う
考
え

方
が
そ
の
ま
ま
障
害
者
や
高
齢
者
に
あ

委
員
会
・
部
会
の
活
動
状
況

介
護
技
術
研
修
会

て
は
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
？
』
と
言
う

疑
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
筋
肉

の
仕
組
み
や
拘
縮
、
反
回
旋
の
立
ち
直

り
反
応
、
連
合
反
応
、
非
対
称
性
緊
張

性
頚
反
射
な
ど
の
専
門
的
な
こ
と
を
分

か
り
や
す
く
、
体
験
を
通
し
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
動
作
（
寝
返
り
・
起
き

上
が
り
・
立
ち
上
が
り
等
）
の
ど
こ
を

見
れ
ば
介
助
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
る
の

か
を
丁
寧
に
体
験
し
て
根
拠
を
学
び
ま

し
た
。　

根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
技
術

の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

（
担
当
理
事　

炭
竃
美
枝
）

第
一
回　

９
月
26
日(

日)

14
～
16
時

「
施
設
内
で
起
き
る
転
倒
骨
折
を
ど

の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

る
か
」
～
具
体
的
な
転
倒
骨
折
に
注

目
し
て
、
事
例
か
ら
学
ぶ
～

　

利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
著
し
く
低
下
さ

せ
る
（
生
活
に
制
限
を
も
た
ら
す
）
転

倒
骨
折
に
対
し
て
、
ど
れ
だ
け
予
防
に

手
を
打
と
う
と
し
て
い
る
の
か
？
と
い

う
点
に
お
い
て
、
私
た
ち
介
護
福
祉
士

は
専
門
性
を
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
で
の
転
倒
予
防
策
は
、

当
然
、「
拘
束
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
工
夫
を
す
る
と
ご
利
用
者
が
尊

で
、
対
応

策
と
し
て

よ
く
聞
く

の
が
、「
見

守
り
の
強

化
」「
頻

繁
な
声
が

け
」で
す
。

入
所
施
設
職
員
部
会

厳
を
守
り
つ
つ
、
笑
顔
で
生
活
で
き
る

の
か
。
転
倒
予
防
が
で
き
る
の
か
。
高

リ
ス
ク
の
ご
利
用
者
が
圧
倒
的
に
多
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
ん
な
状
況
の
中

そ
れ
は
予
防
策
と
い
え
る
の
か
？
と
い

う
課
題
が
あ
が
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
具

体
策
を
構
築
し
て
い
く
前
に
、
不
幸
に

も
起
き
て
し
ま
っ
た
事
故
か
ら
、
ど
れ

だ
け
の
こ
と
学
ん
で
い
る
の
か
？
と

い
う
こ
と
も
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
っ
か
り
と
事
故
の
現
状
把
握
を
し

て
、
原
因
を
掘
り
下
げ
る
、
そ
し
て
介

護
福
祉
士
と
し
て
何
を
す
る
べ
き
だ
っ

た
の
か
振
り
返
る
ス
キ
ル
、予
測
義
務
、

プ
ラ
ン
で
の
約
束
事
な
ど
。
参
加
者
に

よ
る
事
例
発
表
を
交
え
な
が
ら
、
転
倒

骨
折
に
つ
い
て
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
奥
が
深
い
問
題
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
極
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
研
究
す
る
こ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。

　
　
　
　
　

（
担
当
理
事　

浦
野
直
子
）

第
二
回　

10
月
17
日(

日)

10
～
12
時

“「
利
用
者
の
冷
蔵
庫
を
空
け
た
瞬
間
」

何
を
調
理
す
れ
ば
良
い
か
し
ら
？
”
と

支
援
活
動
に
入
っ
た
時
悩
ん
だ
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

～
利
用
者
に
喜
ん
で
頂
く
た
め
に
皆
さ

ん
で
考
え
、
楽
し
く
調
理
し
ま
し
ょ

う
！
～

　

そ
こ
で
、
嬉
し
い
ヒ
ン
ト
い
っ
ぱ
い

の
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
は
栄
養
士
の
田
村
ひ
ろ
子
先

訪
問
介
護
員
部
会

生
で
す
。
お

話
の
中
で
、

“
食
事
は
栄

養
の
源
で
あ

る
だ
け
で
な

く
楽
し
み
で

も

あ

る

の

で
、
そ
の
人

ら
し
く
食
事
が
出
来
る
よ
う
に
食
器
や

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
な
ど
楽
し
い
雰
囲
気

も
大
切
で
あ
り
楽
し
く
食
事
し
て
頂
い

て
！
”と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
二
時
間
内
で 

①
講
義 

②

実
習 

③
発
表 

④
試
食
と
時
間
設
定
さ

れ
て
お
り
、
参
加
し
た
十
五
名
の
受
講

者
は
田
村
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
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な
が
ら
楽
し
ん
で
腕
を
振
る
い
試
食
を

し
合
っ
て
お
互
い
に
情
報
交
換
を
し
て

い
ま
し
た
。　

〈
田
村
先
生
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
〉

メ
ニ
ュ
ー
に
困
っ
た
時
に
は
お
皿
を
三

品
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
主
食
（
う
ど
ん
・

ご
飯
・
パ
ン
・
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
）、
主
菜

（
肉
・
魚
そ
の
他
）
副
菜
（
野
菜
な
ど
）

と
順
に
決
め
て
い
く
と
イ
メ
ー
ジ
が
出

来
て
く
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　

（
担
当
理
事　

中
嶋
春
子
）

生
活
支
援
部
会

“
秋
の
三
浦
半
島
散
策
で

　
　
　
　
　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
“

　

散
策
当
日
の
十
月
十
七
日
（
日
）
は
、

ま
あ
ま
あ
の
天
気
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ
横
須

賀
駅
と
京
急
横
須
賀
中
央
駅
の
二
か
所

を
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
、
同
じ
路
線

バ
ス
に
各
駅
か
ら
乗
車
し
て
、
観
音
崎

終
点
ま
で
約
三
十
分
。
参
加
者
八
名

リ
ュ
ッ
ク
を
背
に
集
合
し
自
己
紹
介
。

東
京
湾
沿
い
の
遊
歩
道
に
出
て
観
音
﨑

灯
台
へ
の
登
り
坂
を
の
ん
び
り
歩
い
て

ア
ッ
と
い
う
間
に
灯
台
に
到
着
。
入
場

券
発
売
の
お
ば
さ
ま
に
記
念
写
真
の

撮
影
ま
で
も
お
願
い
を
し
た
り
し
て
、

三
百
六
十
度
の
眺
望
に
気
分
も
「
晴
れ

ば
れ
」
で
し
た
。
海
上
の
大
小
様
々
な

船
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
往
来
を
眺

め
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
観
音

﨑
一
帯
に
は
数
か
所
に
砲
台
跡
が
あ
り

ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
映
の
「
坂
の
上
の

雲
」
に
登
場
す
る
榴
弾
砲
の
実
物
大
模

型
を
見
て
、
観
音
﨑
自
然
博
物
館
近
く

の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。
各
人
が
思
い
思
い

の
ち
ょ
っ
ぴ
り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た

昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
満
ち
足
り
た

気
分
で
遊
歩
道
に
戻
り
、
帰
り
は
観
音

﨑
航
路
の
定
期
便
に
乗
船
。
三
浦
半
島

の
海
側
か
ら
の
名
所
旧
跡
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
約
三
十
分
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
日
露
戦
争
で
活
躍

し
た
記
念
艦
「
三
笠
」
近
く
で
下
船
後
、

横
須
賀
港
沿
い
の
ヴ
エ
ル
ニ
ー
公
園
を

散
策
し
、
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
で
解
散
。
総

勢
八
名
の
参
加
者
で
し
た
が
和
気
あ
い

あ
い
の
楽
し
い
一
日
で
し
た
。　

　
　
　
　

（
担
当
理
事　

三
ヶ
島
靖
子
）

　
　
　
　
　
　

担
当
理
事　

浦
野
直
子

　

平
成
二
十
年
八
月
に
発
足
し
た
「
施

設
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」
活

動
を
始
め
て
二
年
半
。
施
設
入
所
者
対

象
の
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
か

と
い
う
視
点
か
ら
議
論
し
て
き
ま
し

た
。
施
設
に
お
け
る
現
状
は
ど
う
か
と

い
う
と
、
介
護
保
険
施
設
の
運
営
基
準

に
あ
る
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
」
に

関
す
る
内
容
も
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い

な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
利
用

者
本
位
と
言
い
な
が
ら
、
会
話
が
不
能

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
利
用
者
の
ど

こ
を
み
て
、
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
ン
を
作

成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
目
に
映

る
姿
だ
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
等
、
課

題
が
沢
山
で
て
き
ま
し
た
。
や
は
り
、

現
実
は
「
身
体
の
障
害
部
分
」「
健
康

部
分
」
に
だ
け
注
目
し
た
プ
ラ
ン
が
多

く
、「
生
活
に
密
着
し
た
」
見
方
は
乏

し
い
。
私
達
は
日
本
介
護
福
祉
士
会
が

構
築
し
た
「
生
活
７
領
域
か
ら
考
え
る

自
立
支
援
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
ベ
ー
ス
に「
生

活
」
重
視
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の

内
容
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
発
足
か

ら
二
年
経
過
し
、
今
は
や
っ
と
出
来
上

が
っ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
実
際

に
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
事
業
所
で
使
っ

て
、
検
証
中
で
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

　
　
　
　
　
　

担
当
理
事　

齋
藤
美
貴

　

日
常
的
な
介
護
を
行
う
中
で
、
介
護

者
が
腰
痛
を
起
こ
し
た
り
、
介
護
現
場

で
の
様
々
な
事
例
を
な
ん
と
か
し
た
い

と
、
多
種
多
様
な
課
題
が
起
き
て
お
り

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
、
改

善
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
る
も
の
の
、

移
乗
・
移
動
介
護
は
相
変
わ
ら
ず
、「
持

ち
上
げ
介
護
し
か
考
え
ら
れ
な
い
」
事

業
所
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
評
価
か
ら
、
本
年

度
の
研
究
会
で
は
、
東
海
大
学
の
下
西

先
生
に
キ
ネ
ス
テ
テ
ィ
ク
を
六
回
シ

リ
ー
ズ
で
学
び
ま
し
た
。「
人
の
動
き

や
動
く
感
覚
を
磨
き
、
生
活
力
を
向
上

さ
せ
る
介
護
と
は
何
か
、
根
拠
に
基
づ

い
た
思
考
方
法
を
習
得
す
る
」
等
を
目

標
に
、
研
究
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
角
的
に
考
え
る
こ
と
か
ら
、「
神
奈

川
県
介
護
福
祉
士
会
が
作
成
し
た
介
護

技
術
の
基
礎
」
が
よ
く
理
解
で
き
、
現

場
へ
の
応
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

の
参
加
者
か
ら
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
技
術
研
究
会
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“
ほ
ほ
え
み
”の
編
集
に

携
わ
り
六
年
。
そ
の
間
、

多
く
の
方
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
忙
し
い
中
一
生
懸
命
原
稿
を
書

い
て
く
れ
た
方
、
会
員
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
機
関
紙
を
お
届
し
た
い

と
奮
闘
す
る
理
事
、会
報
“
ほ
ほ
え
み
”

は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
努
力
と
協
力
で

出
来
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
ご
愛
読
い
た
だ
け
ま

す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。　
（
事
務
局 

星
）

　

広
報
委
員
会
で
は
読
む
方
の
ニ
ー
ズ

に
答
え
た
機
関
紙
・
新
た
な
情
報
源
と

な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
今
後
も

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
感
想
・
意
見
等
な
ん
で
も
ド
シ
ド

シ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ほ
ほ
え
み　
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